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調 査 概 要

学校数 昼 間 夜 間 昼夜間 通 信 その他
課程
合計

全国 136 6 103 22 10 2 143

調査期間 平成２９年７月１１日から８月１８日まで

調査項目
ア 学校情報（課程・学科・クラス数・生徒数等）
イ スマホ等の利用についての指導

（スマホ等の利用について校内規定等・保護者に対する指導）
ウ ＳＮＳによるトラブル（有無・事例）
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スマホ等の利用について
校内規定や指導指針・申し合せ等（課程数、校数）

昼 間 夜 間 昼夜間 通 信 その他 合 計 校 数
有 6 89 22 8 2 127 120
無 0 14 0 2 0 16 16

スマホ等の利用に係る指導に関して、
保護者向けの講演会等（課程数、校数）

昼 間 夜 間 昼夜間 通 信 その他 合 計 校 数
有 1 13 5 0 0 19 18
無 5 90 17 10 2 124 118

ＳＮＳによるトラブル（課程数、校数）
昼間 夜間 昼夜間 通信 その他 合計 校数

有 3 59 21 4 2 89 88
無 3 44 1 6 0 54 48



分 類 昼間 夜間 昼夜間 通信 その他 合計

悪口や誹謗中傷などの
書き込み

2 45 17 2 1 67

ラインなどで仲間外れ 1 7 4 2 0 14

写真等を無断で公開 1 13 12 1 1 28

チェーンメールなどの
迷惑メール

0 1 0 0 0 1

ＩＤの悪用 0 2 2 0 0 4

知り合った者との
トラブル（金銭）

0 1 0 0 0 1

知り合った者との
トラブル（性的）

0 4 1 0 0 5

その他 0 12 3 2 0 17

件 数 3 71 30 5 2 111

事例毎の分類 ※ １つの事例で複数の分類に
＿またがるものもある。



トラブル発生時の被害者と加害者の関係

昼間 夜間 昼夜間 通信 その他 合計

被
害
者

生徒 3 61 28 3 2 97

外部 4 4

生徒・外部 1 1

不明 5 2 2 9

計 3 71 30 5 2 111

加
害
者

生徒 3 56 26 5 2 92

外部 5 2 7

生徒・外部 3 3

不明 7 2 9

計 3 71 30 5 2 111



ネットで知り合った者とのトラブル
【事例】

被害者（生徒）
第２学年の女子生徒Ａ（１６歳）は、生活保護世帯の生徒で知

的障害が疑われるところがある。

関係者（外部）
友人Ｂ（１９歳の女性）は、Ａの兄が在籍していた知的障害を

対象とした生徒が通っている特別支援学校の後輩である。

加害者（外部）
加害者Ｃ（自称３０歳の男性、他県在住）はＳＮＳでＢの知人

（Ｂは元恋人であると言っている）ではあるが、直接面識はない。
Ｃには前科があると警察から情報を得ている。

ＡがＳＮＳで知り合ったＣから交際を求められた。ＡがＣと
の交際を断ったことが原因で、ＡがＣから脅迫された。

概要



発覚の経緯

５月上旬、ＢがＣと会う約束をしたが、Ｂは一人で会
うことが不安になり、Ｃと会うときＡに同伴を求めた。
ＢはＣに対して、同伴するＡの制服姿を含む写真３枚、
メールアドレス、電話番号を送った。写真を見てＣはＡ
に興味をもち、交際を求めるメールや電話を直接するよ
うになった。そのやりとりの中で、ＡはＣに自宅の住所
や部活動の大会のことも知らせてしまった。
その後、ＳＮＳでしつこく交際を迫られたＡは付き合

うつもりがなかったので、ＳＮＳで断った。ＡはＣから
「俺は元暴力団だ。家まで行くぞ。部活動の大会に乗り
込んで危害を加えるぞ。」と脅迫された。Ａは怖くなり、
Ａの兄に相談した。兄からの提案でＡ、保護者は３人で、
地元警察へ相談に行った。
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学校の対応

警察から連絡を受けた学校はＡに対して、翌日の部活
動の大会には参加せず、身の安全を図るように指導した。
学校は、警察がＣに連絡を取り、部活動の大会に乗り込
んで危害を加えるというのは本気ではないことを確認す
るとともに、Ａへのメールや電話をやめることを通告し
たことについて報告を受けた。
警察からの指導を受けたＡの保護者は、念のため当日

の夜、Ａを含め家族全員で保護者の友人の家に避難した。
学校は落ち着いたところでＡを呼び、詳細な経緯を確

認するとともに、指導を行った。その後、Ａのところに
Ｃからの連絡などはない。
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留意点等

生徒
Ａに対して、Ｃと二度と連絡を取らないこと、Ｂや今回の事
件に関係する友人との付き合い方に注意すること、今後、ＳＮ
Ｓ上での出会いを求めないこと、自分自身の個人情報（写真、
住所、電話番号、メールアドレスなど）を掲載しないこと、Ｓ
ＮＳ上で知らない人とのやりとりをしないことなど指導

保護者
今回は被害者であるが、写真や住所などの個人情報を相手に
送ってしまったことがトラブルの原因になっていることを丁寧
に説明、理解を得るとともに、家庭での指導を依頼

再発防止
全校集会を開き、ＳＮＳでのトラブルに巻き込まれないよう
に個人情報を不特定多数の人物が閲覧できるＳＮＳに投稿しな
いよう指導
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学校の対応及び生徒への指導

ア 生徒間のトラブルの場合

詳しく聴き取り、投稿内容等の削除をさせ、加害者に対して
は特別指導等を行う。また、加害者が被害者に謝罪を行う機会
を設けるなどして、両者の人間関係を再構築する対応を取って
いる学校が多い。

イ 加害者が特定できない場合

加害者と思われる生徒は特定できたが、当該生徒がその事実
を認めない場合は指導が難しい。

ウ 相手を誹謗、中傷する内容を投稿した場合

アと同様の対応をする学校が多数である。中にはスクールカ
ウンセラーによる心のケアを行う学校、「いじめ対策委員会」
を組織に、対応する学校もある。
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今後の課題

• スマホ等の利用に係る指導に関して、保護者向
けの講演会等の実施方法

• 相手を誹謗、中傷する内容等を投稿したＳＮＳ
によるトラブルの対応方法

• 外部と生徒の間に発生したＳＮＳによるトラブ
ルの対応方法
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東京都の取組（例）

• 各校がSNS学校ルールの策定
• 『 SNS東京ノート』及び

『「SNS東京ノート」活用の手引き』の配布

• 「指導事例集」の配布
• 「人間と社会」

• セーフティ教室の活用
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